
　英文レター誌 SOLA編集委員会では，一年間に
SOLAに掲載された論文の中から，毎年一編程度の優
秀な論文を選定し，SOLA論文賞（SOLA Award）と
して顕彰することとしています．2019年は，下記の通
り，今田由紀子氏（気象研究所）ほかによる論文を
SOLA論文賞として決定いたしましたので報告いたし
ます．
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選定理由：
　大気の揺らぎに大きく左右される個々の極端気象事
例に対する人為起源気候変化と自然変動の影響を切り
分けて定量化する研究は「イベント・アトリビュー

ション」と呼ばれる．本研究は，2018（平成30）年 7
月の日本の猛暑を対象として，全球大気大循環モデル
及び領域気候モデルによる大規模アンサンブルシミュ
レーションの解析によりイベント・アトリビューショ
ンを行った．著者らはまず，全球モデルによる二つの
アンサンブルの比較により，地球温暖化がなければこ
の猛暑がほぼ起こり得なかったことを示した．また領
域モデルアンサンブルを用いて，日本の平均年間猛暑
延べ日数が地球温暖化とともにどう変化するかを示す
新手法を提示した．これらの成果は，記憶に新しい猛
暑事例に対して地球温暖化がどう影響し，また将来ど
うなっていくのかという社会からの疑問に答えるもの
である．さらに本研究は，この極端な暑夏をもたらし
た下層の北西太平洋高気圧強化と上層のチベット高気
圧の張り出しに着目し，再解析データとモデルアンサ
ンブルを併用した統計解析により，この大気循環場を
もたらした遠隔影響パターンが自然変動の一部であ
り，そこに地球温暖化の影響は現れていないという科
学的に重要な知見を示した．本論文は，極端気象に対
する人為起源影響と自然変動のそれぞれの役割をプロ
セスにまで踏み込んで定量化した点で独創性を有す
る．以上のことから，標記論文を SOLA論文賞受賞論
文として選定する．
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